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　巻頭言　Foreword

　「高圧水素を積んで走る車など、普及するわけがない」…私が燃料電池車（FCV）の話を初めて聞いた時の
印象でした。この感覚は私のみならず、長い間ガソリンエンジンに慣れ親しんできた多くの人たちに共通する
ものだったことでしょう。それが今、大きく覆されようとしています。トヨタ自動車が 2014 年 12 月に販売を
開始したFCV “ミライ”に先日試乗させていただく機会があり、その見事な走りに圧倒されました。FCVが
走行時にCO２を排出しないとか、車両（Tank to Wheel）でのエネルギー効率が高いとか、そういった自明の
利だけでなく、ひとつの乗り物として、デザインや乗り心地も含めた完成度が感じられ、同時に、ここまで来
るまでの多くの技術者たちのご苦労が偲ばれました。
　イノベーションという言葉は、それが示す実態が良くわからないまま、イメージ先行で使われているケース
がよくあります。ある技術分野におけるブレイクスルーが、本当の意味で社会を変えていくようなイノベーショ
ンたり得るかどうかは、その技術が技術として完成した瞬間にはわからないものでしょう。技術レベルの成功
が、社会的な成功に通じるためには、その間に社会浸透のための多くの努力が介在しなければならないことを
痛感しています。FCVで言えば、まずは車体自身のコストダウン、特にその中心部品である PEFCのコストダ
ウンが喫緊の課題であることは皆さんご承知の通りです。さらに、燃料となる水素を供給するインフラ側でも、
インフラの建設コストや水素の供給コストを下げていかなくてはなりません。コストだけではありません。よ
く「卵が先か、鶏が先か」と言われますが、クルマとインフラの関係は、両者あいまって普及が促進していく
ものですから、ときにはどちらかが無理をして先行し、ときにはどちらかに急き立てられて追付いていく、そ
うした切磋琢磨の関係を、どちらも音を上げることなく続けていかなければなりません。弊社 JXグループも、
水素インフラ整備の一翼を担う企業として、その責務を全うしなければならないと考えています。
　定置用燃料電池に目を向けると、家庭用エネファームの総設置台数が今年 11 月で 10 万台を突破し、こちら
もいよいよ本格普及と言ってよい状況になりました。しかしエネファームに関しても、まだまだどのメーカー
も機器単独で利益が出せる事業にはなっておらず、補助金が終了する 2016 年度から、果たして本当にビジネス
として生き残れるかどうか不透明な状況です。
　FCVにしろエネファームにしろ、本格普及には、これからまだまだ大幅なコストダウンが必要ですが、それ
には二種類の道筋を通って行かねばならないと考えています。一つ目は、極めて地道なコストダウンです。主
として企業努力によるもので、量産化や部品共有化、個々のパーツに対してできるだけ安価なものを使用する、
コストダウン部材のネガティブ因子を排除して、安いパーツを採用できるようにすることなどです。もう一つ
は、主として大学等のアカデミアが貢献する、革新的技術による不連続的・大幅なコストダウンです。例えば、
PEFCのコストネックの一つとされている電極触媒の白金使用に対して、低白金～非白金化の研究が盛んに行
われています。今後の進展に、大いに期待するところです。
　燃料電池に限った話ではありませんが、およそ技術革新というのは、電車やバスを乗り継いで目的地にたど
り着く過程と似ています。歩いて進む速度は遅く、これだけでは遠くの目的地にはたどり着けないこともあり
ますが、速い移動手段が良いタイミングで利用できるとは限りません。バスを待っている間に、歩いた方が早かっ
たということもあります。主として研究開発によるブレイクスルーである「速い技術革新」と、生産技術的な
積上げによる「遅い技術革新」の両方に、現段階では目を配る必要があると思うのです。
　私は JXグループの研究所長として、常日頃から「基盤研究」と「技術の目利き力」の重要性を所員たちに
説いています。正しいサイエンスに基づいた「技術の芽」をできるだけたくさん出し、その中から目的に適う
ものを「目利き力」を活かして見極め、燃料電池の本格普及、ひいては水素エネルギー社会という、「果実」に
つなげていきたいと思っています。
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　昨年の燃料電池自動車（FCV）販売開始および累積 10 万台を超えるエネファームの普及によっ
て、鳴りを潜めた感のある「業務用燃料電池」であるが、着実な出荷の伸びを示している。日本電
機工業会の調べでは、りん酸形燃料電池（PAFC）について 2008 年には 100 kW１台だったのが、
2012 年だけで 10 台も出荷されている。言うまでもなく、富士電機製FP- 100 i である。同年７月
から再生エネルギーの固定価格買い取り（FIT）制度が始まり、消化ガス発電もその対象になった
背景も大きいと考えられる。しかしながら、低コストや長寿命、非常用対応への付加価値向上など
技術開発の努力が結実したことは間違いない。一方、2013 年９月には、三菱重工業製の固体酸化
物形燃料電池（SOFC）とマイクロガスタービン（MGT）を組み合わせた 200 kW級の加圧型ハイ
ブリッドシステムが、東京ガス千住テクノステーション（東京都荒川区）にて、世界初となる 4, 000
時間超の長時間連続運転を達成した。さらに 2013 年 11 月には、Bloom Energy Japan が 200 kW
出力の国内初号機 SOFC「Bloomエナジーサーバー」を福岡県福岡市内の「M-TOWER」に設置し、
営業運転を開始している。
　海外では家庭用やFCVよりもむしろ業務用燃料電池の開発が先行していると受け取れる。詳細
なところは以降の記事を始め、数ある関連開発動向の情報に委ねたい。当「燃料電池」誌に携わっ
ている立場からは、最近、家庭用や自動車用の賑わいに比べ、産業用とか業務用燃料電池のカテゴ
リーが些か寂しい気がしている。本来、我が国の最終エネルギー消費は、産業部門が全体の 40 %
を超過し、民生用業務部門を加えると 60 %超の実に約３分の２を占めている。エネルギー工学の
定石では、最もインパクトの大きい箇所から手を付けるべきなのだが、単に量ということではなく
質とか事業性とか別の観点からのモチベーションが優先されたのだろう。いずれにしてもこれから
は「業務用燃料電池」の発展を期待したい。折しも年明け早々に東京都が、2020 年東京五輪・パ
ラリンピックのために中央区晴海に建設する選手村を、水素エネルギーで電力などを賄う「水素タ
ウン」として整備する方針を発表した。期間中は選手らの宿泊棟に電力や温水を供給し、五輪後は
エリア内の商業施設や学校などへの供給も目指すとの話である。水素社会の実現に弾みをつける過
去に例のない大規模な実験となる見通しで、実現すれば世界から注目されることは確実と言える。
我が茨城県も負けず劣らずの水素社会実装構想を練りつつあり、先般は日立市において水素エネル
ギーに対する市民への理解を深めるための「水素利用シンポジウム」が催された。民生、運輸、産
業用が整えば、三輪の強みとして安定した革新がもたらされるはずだ。この機に中・大型機を中心
とした産業・業務用の水素・燃料電池技術開発の取り組みが促進されることを願う。

2015 年冬号（Vol. 14 No.３）　 特集主担当：石田　政義、及川　徳正

特  集　Special Issue

業務用燃料電池
Development of the Fuel Cell System for Business Use

編集委員長（筑波大学　システム情報系　教授）
石田　政義

特集にあたって　


